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内容の要旨および審査の結果の要旨
肝細胞癌（hepatocellularcarcinoma，ＨＯＣ）における銅沈着の程度を，組織学的に確診の得られ
た直径５cm以下のHCO53緒節を対象にオルセイン染色にて検討した。さらに銅沈着の程度と単純コンピュー
ター断層撮影（computedtomography，ＣＴ）所見および磁気共鳴画像（magneticresonanceim‐
aging，MRI）所見との関連について検討した。オルセイン染色では，瀬慢性で強陽性を示したもの３
結節，中等度陽性１結節，弱陽性10繕節および陰性39緒節であった。また，オルセイン染色強陽性３結節
中２結節に電子Ｘ線解析を施行し，HCC細胞内に銅に固有なピークを認めた。オルセイン染色強陽性の
３緒節は，単純CTにて周囲肝に比して7-11ハンスフィールド・ユニット高い高吸収域の結節として描出
された。鋼のみの存在による理論的CT値の上昇は0.3ハンスフィールド・ユニットと極めて僅かであった。
したがって，筆者の経験したHCC内の銅含有量（40Ｍｇ／ｇ乾燥重量：８０Jug／ｇ湿重量）では，銅そ
のものの存在がCT値の増加に関与しているとは考えられなかった。単純CTの高吸収域は，腫瘍細胞内に
電子密度の高い穎粒として豊富に存在する銅結合蛋白（copper-bindingprotein，OBP）によると考え
られた。単純CT所見とオルセイン染色の程度との間には統計学的に有意の相関関係が得られた（ｚ2テス
ト，ｐ＜0.001)。一方MRIでは，Ｔ1強調像（SE500／20,600／15)，Ｔ２強調像（SE2500／80,2500／90）
およびグラデイエント・エコー像から判断すると，銅が強い磁性体として画像上に影響を及ぼすことはな
いと考えられた。また，MRI所見（Tl強調像及びT2強調像）とオルセイン染色の程度との間には統計学
的に有意の相関関係を認めなかった。以上より，単純CTにて慢性肝疾患の患者に高吸収域の結節を認め
た場合，結節内の石灰化および出血，周囲肝実質の低吸収域（脂肪肝）による結節の相対的高吸収域が除
外できれば，銅を蓄積したHCOの可能性が極めて高く臨床的に有用な所見と考えられた。
本研究は，肝細胞癌のＣＴ及びMRI画像上の所見と細胞内銅沈着の関連を調べた内容であり，画像と
重金属という新しい分野に着目した価値ある研究と評価された。
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